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保坂区政の「キャッチフレーズ政治」にもうだまされるな！

おおば
正明世田谷

区議会議員

保坂区長 15 年の本質・原点はここにあった！

廃止します！

（2011年）

区長の
退職金
2,500万円を

当選時 ２期目 ●早くも保坂区政は 15 年を迎えま
した●では、保坂区政とは何だっ
たのか●振り返ると、その出発点
には「退職金廃止」という公約が
反故にされた事実がありました●
ここから、区政の迷走は始まった
のではないでしょうか。

そもそも初当選時の選挙公約に
は、「わずか 4年間で 2500万
円の区長退職金は即刻廃止しま
す」と、具体的に明記されてい
ました。そこに他の候補との明
確な違い、そして政治姿勢や思
想信条を感じ取った有権者も少
なくなかったはずです。

２期目の
　手のひら返し

ところが、２期目の当選をはた
すと、やはり退職金が欲しいと
言い出します。2期目の選挙公
約には、「退職金廃止」は記載
されていません。有権者からす
れば「廃止を掲げて１期目当選
した」という事実がある以上、
この変化を「公約違反」と捉え
るのは自然な反応だと言えま
す。もっとも２期目の公約に「退
職金復活」と書けば許されたか
もしれませんが。

政策より感情論
政治において「選挙公約の言葉」
は最も重い責任を伴います。特
に金銭に関わる公約は有権者の
関心が高いため方針転換には
「説明責任」が必要です。保坂
区長の説明は右上の通りです。
つまり退職金制度の批判として
の公約だったのか、単なる世間
しらずの感情論的な（ウケ狙い）
公約だったのか、明らかです。
「やってみたら想像以上に激務
だったから」という理由は、裏
を返せば「やる前は仕事の内容
を正確に把握していなかった」
と自白しているようなもので
す。候補者として、自治体経営
のコストや職責を定量的に把握
せず、「高すぎるという感覚」
という感情論だけで公約を掲げ
たのであれば、それは政策では
なく「人気取りのパフォーマン
ス」と批判されても仕方ありま
せん。
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区長の職は想像以上に激務で
負担も極めて重いことを痛感
し退職金を受け取ります。
【保坂区長本会議答弁より】

イメージ公約優先で失政
保坂区長の追い風となったのは、
前区長時代の開発が完成期を迎え、
あたかも自身の実績で街が変わっ
たように区民には見えたことです。
この「見かけの成果」が、新庁舎
建設の先送りを覆い隠しました。
　言葉（公約）は立派
　　　　　しかし判断は先送り――
その体質は庁舎整備の遅れ大失態にも

保坂区長は「大型開発優先の区政
を転換する」という公約を掲げて
いました。しかし、大型開発を連
想させる新庁舎建設は、結果とし
て後回しにされました。東日本大
震災直後に誕生した区長でありな
がら、新庁舎建設の中核を担って
いた「庁舎計画担当部」を廃止し
ました。2008年当時の建設費の試
算では約 240億円でできるという
ことでした。保坂区長が新庁舎建
設を認めたものの、議会とゴタゴ
タがあり現在は下の通りです。

当初契約366億円　　　　　　　　　　最終430億円
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！それでも副議長の椅子に居座り続けています！ここで質問権や発言権を

封殺されそうになったのは私（おおば正明）です！下記事参照

なぜ保坂区長の自宅は２つあるのか？
●区長には緊急時に所在がつかめ
ないと困るので、公用車で移動、
自宅は 1 つというのがこれまでの
通例でした●ところが保坂区長は
就任前は狛江市に自宅があったに
もかかわらず、世田谷区内にマン
ションを借り、そこも自宅として
います●区長に住所要件はないの
で、お得意の「見栄え」を気にし
ているのかと思っていましたが
（非常時の特別連絡装置は２つの
自宅にとりつけられたり公費はか
さむ）どうもそうではなく、とに
かく意識的に狛江の自宅を表に出
さないようにしているように感じ
ました●そこでちょっと調べてみ
るかと思ったのがきっかけ。
自宅の敷地が半分になっていた

●簡単に言うと家を建てた時の敷
地と現在の敷地が違っていたので
す●例えて言えば、家を建てた時
の敷地は約 60 坪だったのが現在
は約 30 坪になっていたのです●
家はそのままです●消えた 30 坪
はどこへ？●区長の自宅で公用車
が迎えに行く場所がなんかおかし
なことになっていないか●そこで
決算委員会で保坂区長に質問した
のです●消えた 30 坪はどうした
のですか？答えは家を建てる時に
借りた。です。

口約束でタダで30坪土地借りた

●その借りた土地がなければ接道
義務を果たすことができない、つ
まり家を建てられない状態だった
のです●

●単純化して図示すると上の左側
が保坂氏の土地、右側がタダで貸
してもらって「敷地」としたとい
うこと●しかもその土地は現在は
返したと保坂区長は答えているの
です●また現在保坂区長の家は接
道しているのかとの問いには答え
ませんでした。
世田谷区のトップが答えられない
●世田谷区の建築・道路行政の
トップにいる区長が自宅の接道
義務を果たしているのか答えら
れないというのは問題ではない
でしょうか。「詳しくは別添の
アクセスジャーナル山岡俊介氏
の記事」お読みください●この
件で副議長が各会派に画策して
質問できないようにしたことが
バレて、議会のあり方を根底か
らひっくり返す行為だというこ
とで不信任となった。

あとがき
●今回は残り任期 1 年となった保
坂区政の 15 年間について考察●
それは、どうも世田谷区の都市と
しての更新が遅れているのではな
いか、という疑問からです●退職
金問題等を通じて、「理念を掲げる
ことに長けている一方、制度設計
と自己検証に弱い面」が明らかに
なりました。その帰結が「誰にも
嫌われたくない区政」です●その
結果、ハードには手を付けない区
政運営となり、紛争を招く事業は
避けられてきました●紛争は必ず
推進派か反対派のどちらかに嫌わ
れる（恵泉問題はその代表例）●保
坂区長は、「変えない」という現実
を「成熟」と言い換え、それを「方針」
として再定義することで、変化を
求める住民と現状維持を望む住民
との対立から距離を取ってきたの
です●その姿勢は結果的に選挙に
有利に働きます●３ページにある
「せたがや YES」は、その姿勢を
象徴しています●変わらない、変
われない都市はいずれ衰亡します。

　おおば正明
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　略歴　
①1987年「世田谷行革 110番」
から組織なしカネなし選挙で最下
位で初当選②以後事前ポスターな
しで連続 10期、政党所属歴なし、
一貫して無所属③「高齢者福祉の
財源は行政改革から」を政治信条
④成蹊大卒 69歳


